
(57)【要約】

【課題】光の利用効率の高い高性能の有機ＥＬディスプ

レイパネルを提供する。

【解決手段】有機薄膜１３及び一対の電極１１，１２よ

り成るＥＬ素子部１と、ＥＬ素子部１を内部に収めたパ

ーケージとから成り、パッケージ２は、ＥＬ素子部１が

固定される固定側基板２１と、ＥＬ素子部１を固定しな

い非固定側基板２２とからなる。ＥＬ素子部１からの光

が透明な非固定側基板２２を通して出射するトップエミ

ッション型である。パッケージ２内の領域は、ＥＬ素子

部１が配置された発光エリアと、パッケージ２内の水分

を吸収又は吸着するゲッタ材３が配置されたゲッタ材エ

リアに区分される。ゲッタ材エリアは、パネルに垂直な

方向で見たとき、発光エリアに重なっておらず、発光エ

リアを取り囲んでいる。ゲッタ材３は非固定側基板２２

に固定され、水分に加えて酸素を吸収又は吸着する。

【選択図】　図２

JP 2004-186043 A 2004.7.2



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
少 な く と も 一 方 が 透 明 電 極 で あ る 一 対 の 電 極 で 有 機 薄 膜 を 挟 ん で 当 該 一 対 の 電 極 に よ り 有
機 薄 膜 に 電 圧 を 印 加 し て 有 機 薄 膜 を 発 光 さ せ る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル で あ っ て 、
前 記 有 機 薄 膜 及 び 前 記 一 対 の 電 極 よ り 成 る Ｅ Ｌ 素 子 部 と 、
Ｅ Ｌ 素 子 部 を 内 部 に 収 め た パ ー ケ ー ジ と か ら 成 り 、
こ の パ ッ ケ ー ジ は 、 前 記 Ｅ Ｌ 素 子 部 が 固 定 さ れ る 固 定 側 基 板 と 、 前 記 Ｅ Ｌ 素 子 を 固 定 し て
い な い 非 固 定 側 基 板 と か ら 成 り 、
非 固 定 側 基 板 は 透 明 で あ っ て 、 Ｅ Ｌ 素 子 部 か ら の 光 は 非 固 定 側 基 板 を 通 し て 出 射 す る ト ッ
プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 で あ り 、
さ ら に 、
パ ッ ケ ー ジ 内 の 領 域 は 、 前 記 Ｅ Ｌ 素 子 部 が 配 置 さ れ た 発 光 エ リ ア と 、 パ ッ ケ ー ジ 内 の 水 分
を 吸 収 又 は 吸 着 す る ゲ ッ タ 材 が 配 置 さ れ た ゲ ッ タ 材 エ リ ア に 区 分 さ れ て お り 、 ゲ ッ タ 材 エ
リ ア は 、 パ ネ ル に 垂 直 な 方 向 で 見 た と き 、 発 光 材 エ リ ア に 重 な っ て お ら ず 、 発 光 エ リ ア を
取 り 囲 ん で い る か 発 光 エ リ ア に 隣 接 し て い る こ と を 特 徴 と す る ト ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 有 機
Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ゲ ッ タ 材 は 、 前 記 非 固 定 側 基 板 に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の ト
ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ゲ ッ タ 材 は 、 水 分 に 加 え て 酸 素 を 吸 収 又 は 吸 着 す る も の で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 又 は ２ 記 載 の ト ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 願 の 発 明 は 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル デ ィ ス プ レ イ （ Ｆ Ｐ Ｄ ） と し て 最 近 有 望 視 さ れ て い る 有 機
Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ は 、 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 利 用 し た デ ィ ス プ レ イ で あ る 。 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は
、 有 機 薄 膜 を 一 対 の 電 極 で 挟 ん だ 構 造 で あ り 、 光 を 取 り 出 す 都 合 か ら 、 少 な く と も 一 方 は
イ ン ジ ウ ム － 錫 酸 化 物 （ Ｉ Ｔ Ｏ ） の よ う な 透 明 電 極 と さ れ る 。 一 対 の 電 極 に 直 流 電 圧 を 印
加 し 、 一 方 か ら 電 子 を 、 他 方 か ら ホ ー ル を 有 機 薄 膜 に 注 入 す る 。 有 機 薄 膜 中 で こ れ ら の キ
ャ リ ア が 再 結 合 し て 励 起 し 、 こ れ が 基 底 状 態 に 戻 る 際 に 発 光 が 生 ず る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ は 、 自 発 光 で あ る た め 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ の よ う な バ ッ ク ラ イ ト は
不 要 で あ る 。 そ の 上 、 高 速 応 答 性 に 優 れ 、 薄 型 化 や 低 駆 動 電 圧 化 が 容 易 で あ る 。 ま た 、 液
晶 デ ィ ス プ レ イ な ど に 比 べ る と 、 製 造 工 程 が シ ン プ ル で あ る 。 こ の よ う な こ と か ら 、 次 世
代 の デ ィ ス プ レ イ 技 術 と し て 注 目 さ れ て お り 、 携 帯 電 話 な ど へ の 実 用 化 が 既 に 始 ま っ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
現 状 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 構 造 に つ い て 、 図 ６ を 使 用 し て 説 明 す る 。 図 ６ は 、
現 状 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 断 面 概 略 図 で あ る 。 図 ６ に 示 す 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ
イ パ ネ ル は 、 一 対 の 電 極 １ １ ， １ ２ と 一 対 の 電 極 １ １ ， １ ２ で 挟 ま れ た 有 機 薄 膜 １ ３ よ り
成 る Ｅ Ｌ 素 子 部 １ と 、 Ｅ Ｌ 素 子 部 １ を 内 部 に 収 納 し た パ ッ ケ ー ジ ２ と か ら 成 る 。 尚 、 有 機
Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル と は 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の う ち 、 駆 動 回 路 等 を 除 い た パ ッ ケ
ー ジ ２ と そ の 内 部 の 構 成 要 素 か ら 成 る も の を 指 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
光 を 取 り 出 す 都 合 か ら 、 一 対 の 電 極 １ １ ， １ ２ の 少 な く と も 一 方 は 、 Ｉ Ｔ Ｏ の よ う な 透 明
電 極 と さ れ る 。 ま た 、 画 素 一 つ 一 つ を 駆 動 さ せ る ア ク テ ィ ブ 型 の 場 合 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
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が 一 方 の 電 極 と し て 形 成 さ れ る 。 パ ッ ケ ー ジ ２ は 、 Ｅ Ｌ 素 子 部 １ が 固 定 さ れ る 固 定 側 基 板
２ １ と 、 Ｅ Ｌ 素 子 部 １ が 固 定 さ れ な い 側 の 非 固 定 側 基 板 ２ ２ と か ら 成 る 。 現 状 の 有 機 Ｅ Ｌ
デ ィ ス プ レ イ は 、 い わ ゆ る ボ ト ム エ ミ ッ シ ョ ン 型 で あ り 、 図 ５ に 示 す 例 も こ れ に 属 す る 。
即 ち 、 固 定 側 基 板 ２ １ は ガ ラ ス 製 で 、 透 明 で あ る 。 Ｅ Ｌ 素 子 部 １ か ら の 光 は 、 固 定 側 基 板
２ １ を 透 過 し て 出 射 す る 。 つ ま り 、 固 定 側 基 板 ２ １ が 、 画 像 を 見 る 人 の 側 に 位 置 し て い る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
図 ６ に 示 す よ う な ボ ト ム エ ミ ッ シ ョ ン 型 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル は 、 パ ッ ケ ー ジ ２
の 固 定 側 基 板 ２ １ を 通 し て 光 を 出 射 さ せ る た め 、 光 の 利 用 効 率 が 悪 い と い う 問 題 が あ る 。
即 ち 、 固 定 側 基 板 ２ １ に は 、 Ｅ Ｌ 素 子 部 １ を 駆 動 す る た め の 回 路 が 形 成 さ れ て お り 、 通 常
の 単 純 な 透 明 体 に 比 べ て 光 の 透 過 率 が 悪 い 。
本 願 の 発 明 は 、 か か る 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 光 の 利 用 効 率 の 高 い 高
性 能 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル を 提 供 す る 技 術 的 意 義 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 願 の 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 少 な く と も 一 方 が 透 明 電 極 で あ
る 一 対 の 電 極 で 有 機 薄 膜 を 挟 ん で 当 該 一 対 の 電 極 に よ り 有 機 薄 膜 に 電 圧 を 印 加 し て 有 機 薄
膜 を 発 光 さ せ る 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル で あ っ て 、
前 記 有 機 薄 膜 及 び 前 記 一 対 の 電 極 よ り 成 る Ｅ Ｌ 素 子 部 と 、
Ｅ Ｌ 素 子 部 を 内 部 に 収 め た パ ー ケ ー ジ と か ら 成 り 、
こ の パ ッ ケ ー ジ は 、 前 記 Ｅ Ｌ 素 子 部 が 固 定 さ れ る 固 定 側 基 板 と 、 前 記 Ｅ Ｌ 素 子 を 固 定 し て
い な い 非 固 定 側 基 板 と か ら 成 り 、
非 固 定 側 基 板 は 透 明 で あ っ て 、 Ｅ Ｌ 素 子 部 か ら の 光 は 非 固 定 側 基 板 を 通 し て 出 射 す る ト ッ
プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 で あ り 、
さ ら に 、
パ ッ ケ ー ジ 内 の 領 域 は 、 前 記 Ｅ Ｌ 素 子 部 が 配 置 さ れ た 発 光 エ リ ア と 、 パ ッ ケ ー ジ 内 の 水 分
を 吸 収 又 は 吸 着 す る ゲ ッ タ 材 が 配 置 さ れ た ゲ ッ タ 材 エ リ ア に 区 分 さ れ て お り 、 ゲ ッ タ 材 エ
リ ア は 、 パ ネ ル に 垂 直 な 方 向 で 見 た と き 、 発 光 材 エ リ ア に 重 な っ て お ら ず 、 発 光 エ リ ア を
取 り 囲 ん で い る か 発 光 エ リ ア に 隣 接 し て い る と い う 構 成 を 有 す る 。
ま た 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 請 求 項 １ の 構 成 に お い て 、
前 記 ゲ ッ タ 材 は 、 前 記 非 固 定 側 基 板 に 固 定 さ れ て い る と い う 構 成 を 有 す る 。
ま た 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 請 求 項 １ 又 は ２ の 構 成 に お
い て 、 前 記 ゲ ッ タ 材 は 、 水 分 に 加 え て 酸 素 を 吸 収 又 は 吸 着 す る も の で あ る と い う 構 成 を 有
す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 願 発 明 の 実 施 の 形 態 （ 以 下 、 実 施 形 態 ） に つ い て 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 願 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 断 面 概 略 図 で あ る 。
図 １ に 示 す 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル は 、 一 対 の 電 極 １ １ ， １ ２ と こ の 一 対 の 電 極 １ １
， １ ２ で 挟 ま れ た 有 機 薄 膜 １ ３ よ り 成 る Ｅ Ｌ 素 子 部 １ と 、 Ｅ Ｌ 素 子 部 １ を 内 部 に 収 納 し た
パ ッ ケ ー ジ ２ と か ら 構 成 さ れ て い る 。
こ の 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル は 、 い わ ゆ る ト ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 で あ る 。
ト ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 と は 、 Ｅ Ｌ 素 子 部 １ の 先 端 か ら 光 を 放 出 す る タ イ プ で あ り 、 光 は 非
固 定 側 基 板 ２ ２ を 通 し て 出 射 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
非 固 定 側 基 板 ２ ２ は 、 透 明 な ガ ラ ス 板 で 形 成 さ れ て い る 。 い わ ゆ る 青 板 や 白 板 、 ソ ー ダ ラ
イ ム ガ ラ ス 、 ホ ウ 珪 酸 ガ ラ ス 等 が 、 非 固 定 側 基 板 ２ ２ の 基 材 と し て 考 え ら れ る 。 非 固 定 側
基 板 ２ ２ は 、 図 １ に 示 す よ う な 凹 部 を 有 す る が 、 こ の 凹 部 は 、 フ ッ 酸 系 の エ ッ チ ン グ 液 に
よ る ウ ェ ッ ト エ ッ チ ン グ に よ り 形 成 す る こ と が で き る 。
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本 実 施 形 態 で は 、 三 色 独 立 式 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル と な っ て い る 。 即 ち 、 固 定 側
基 板 に は 固 定 さ れ た 各 Ｅ Ｌ 素 子 部 １ は 、 Ｒ 発 光 用 、 Ｇ 発 光 用 、 Ｂ 発 光 用 に 区 分 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 大 き な 特 徴 点 は 、 パ ッ ケ ー ジ ２ 内 に ゲ ッ タ 材
３ が 設 け ら れ て い る 点 で あ る 。 「 ゲ ッ タ 材 」 な る 用 語 は 、 本 明 細 書 で は 、 水 分 や 酸 素 の よ
う な 有 機 薄 膜 １ ３ を 劣 化 さ せ る 材 料 を 吸 収 又 は 吸 着 す る 部 材 、 の 意 味 で 使 用 さ れ て い る 。
既 に 指 摘 さ れ て い る よ う に 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ に 用 い ら れ る 有 機 発 光 材 料 は 、 湿 気 に
弱 く 、 吸 湿 に よ り 急 速 に 特 性 を 劣 化 さ せ る 。 こ の た め 、 パ ッ ケ ー ジ ２ 内 に 吸 湿 材 （ 乾 燥 剤
） を 封 入 す る こ と が 行 わ れ る 。 こ の よ う な 吸 湿 材 は 、 従 来 の ボ ト ム エ ミ ッ シ ョ ン 型 の 場 合
、 非 固 定 側 基 板 ２ ２ 上 に 固 定 さ れ る 。
し か し な が ら 、 ト ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 に お い て 、 こ の 構 造 を そ の ま ま 採 用 す る と 、 各 Ｅ Ｌ
素 子 部 １ か ら の 光 は 、 吸 湿 材 を 透 過 し て 出 射 し な け れ ば な ら な い 。 吸 湿 材 と し て は 、 シ リ
カ ゲ ル 乾 燥 剤 の よ う な 多 孔 質 部 材 が 使 用 さ れ 、 光 透 過 率 は 高 く な い 。 従 っ て 、 吸 湿 材 の 部
分 で 光 が 大 き く ロ ス し て し ま う 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 実 施 形 態 で は 、 こ の よ う な 点 を 考 慮 し 、 パ ッ ケ ー ジ ２ 内 の 領 域 を 、 Ｅ Ｌ 素 子 部 １ を 配 置
し た 発 光 エ リ ア と 、 ゲ ッ タ 材 ３ を 配 置 し た ゲ ッ タ 材 エ リ ア に 区 分 し 、 ゲ ッ タ 材 エ リ ア が 、
パ ネ ル に 垂 直 な 方 向 で 見 た と き 、 発 光 材 エ リ ア に 重 な ら な い よ う に し て い る 。 こ の 点 に つ
い て 、 図 ２ を 使 用 し て よ り 具 体 的 に 説 明 す る 。 図 ２ は 、 図 １ に 示 す パ ネ ル に お け る ゲ ッ タ
材 ３ の 配 置 に つ い て 示 し た 平 面 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 実 施 形 態 で は 、 ゲ ッ タ 材 ３ は 非 固 定 側 基 板 ２ ２ に 固 定 さ れ て い る 。 図 ２ は 、 図 １ に 示 す
非 固 定 側 基 板 ２ ２ の 平 面 概 略 図 と な っ て い る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 ゲ ッ タ 材 ３ は 、 非 固 定
側 基 板 ２ ２ の 周 縁 に 沿 っ て そ の 周 縁 の 内 側 に 配 置 さ れ て い る 。 ゲ ッ タ 材 ３ の 配 置 形 状 は 、
方 形 の 輪 郭 を 成 す 周 状 で あ る 。 そ し て 、 発 光 材 エ リ ア は 、 ゲ ッ タ 材 ３ の 配 置 形 状 の 内 側 に
配 置 さ れ て い る 。 尚 、 ゲ ッ タ 材 エ リ ア と 発 光 エ リ ア と を 区 分 す る よ う に し て 、 中 間 リ ブ ２
３ が 非 固 定 側 基 板 ２ ２ に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
ゲ ッ タ 材 ３ と し て は 、 本 実 施 形 態 で は 、 水 分 の 吸 収 又 は 吸 着 す る シ リ カ ゲ ル と 、 酸 素 を 吸
収 又 は 吸 着 す る 酸 化 鉄 と を 混 合 し た も の で 構 成 さ れ て い る 。 例 え ば 、 粒 状 の シ リ カ ゲ ル と
、 粒 状 の 酸 化 鉄 と を 混 ぜ 合 わ せ 、 粘 着 テ ー プ に 固 定 す る な ど し て シ ー ト 状 に 形 成 し た も の
が 採 用 で き る 。
こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 ゲ ッ タ 材 エ リ ア が 発 光 エ リ ア を 取 り 囲 む よ う に 配 置 さ れ て
い る の で 、 ト ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 で あ っ て も 、 ゲ ッ タ 材 ３ に よ っ て 光 が 損 失 す る こ と が な
い 。 こ の た め 、 光 の 利 用 効 率 が 高 い と い う ト ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 の メ リ ッ ト を 充 分 に 活 か
す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 発 明 者 の 研 究 に よ れ ば 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル に 使 用 さ れ る 有 機 薄 膜 は 、 水
分 の み な ら ず 酸 素 に よ っ て も 劣 化 し 易 い 。 本 実 施 形 態 で は 、 ゲ ッ タ 材 ３ は 、 水 分 に 加 え て
酸 素 も 吸 着 す る の で 、 有 機 薄 膜 の 酸 素 に よ る 劣 化 も 防 止 さ れ て い る 。 こ の た め 、 品 質 が よ
り 安 定 し た 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
ま ず 、 固 定 側 基 板 ２ １ 上 に Ｅ Ｌ 素 子 部 １ を 形 成 す る 。 固 定 側 基 板 ２ １ 上 に フ ォ ト リ ソ グ ラ
フ ィ に よ り 下 部 電 極 １ １ を 形 成 し 、 そ の 上 に 、 有 機 薄 膜 １ ３ 及 び 上 部 電 極 １ ２ を 真 空 蒸 着
法 に よ っ て 形 成 す る 。 上 部 電 極 １ ２ は 、 Ｉ Ｔ Ｏ の よ う な 透 明 電 極 と さ れ る 。 一 方 、 非 固 定
側 基 板 ２ ２ に ゲ ッ タ 材 ３ を 貼 り 付 け し て 配 置 し 、 非 固 定 側 基 板 ２ ２ と 固 定 側 基 板 ２ １ と の
重 ね 合 わ せ て 端 部 を 封 止 す る 。 封 止 は 、 光 硬 化 型 樹 脂 等 を 使 用 し て 行 う 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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次 に 、 本 願 発 明 の 第 二 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
図 ３ は 、 第 二 の 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 断 面 概 略 図 で あ る 。
図 ３ に 示 す 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル も 、 一 対 の 電 極 １ １ ， １ ２ と こ の 一 対 の 電 極 １ １
， １ ２ で 挟 ま れ た 有 機 薄 膜 １ ３ よ り 成 る Ｅ Ｌ 素 子 部 １ と 、 Ｅ Ｌ 素 子 部 １ を 内 部 に 収 納 し た
パ ッ ケ ー ジ ２ と か ら 構 成 さ れ て お り 、 ト ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 ４ は 、 図 ３ に 示 す パ ネ ル に お け る ゲ ッ タ 材 ３ の 配 置 に つ い て 示 し た 平 面 概 略 図 で あ る 。
第 二 の 実 施 形 態 で は 、 ゲ ッ タ 材 エ リ ア は 、 Ｅ Ｌ 素 子 部 １ が 配 置 さ れ た 発 光 エ リ ア に 隣 接 し
て 設 定 さ れ て い る 。 こ の 実 施 形 態 に お い て も 、 ゲ ッ タ 材 ３ は 、 非 固 定 側 基 板 ２ ２ に 固 定 さ
れ て い る 。 非 固 定 側 基 板 ２ ２ は 、 ゲ ッ タ 材 エ リ ア と 発 光 エ リ ア と を 区 分 す る よ う 中 間 リ ブ
２ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 実 施 形 態 に お い て も 、 ゲ ッ タ 材 ３ は 、 水 分 の 吸 収 又 は 吸 着 す
る シ リ カ ゲ ル と 、 酸 素 を 吸 収 又 は 吸 着 す る 酸 化 鉄 と か ら 構 成 さ れ て い る 。 ゲ ッ タ 材 ３ は 、
同 様 に 、 シ ー ト 状 の も の を 非 固 定 側 基 板 ２ ２ に 貼 り 付 け る こ と で 固 定 さ れ て い る 。
こ の 図 ３ 及 び 図 ４ に 示 す 実 施 形 態 の 場 合 も 、 ト ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 で あ っ て も 、 ゲ ッ タ 材
３ に よ っ て 光 が 損 失 す る こ と が な い 。 こ の た め 、 光 の 利 用 効 率 が 高 い と い う ト ッ プ エ ミ ッ
シ ョ ン 型 の メ リ ッ ト を 充 分 に 活 か す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ５ は 、 第 三 の 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 断 面 概 略 図 で あ る 。
図 ５ に 示 す 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル も 、 一 対 の 電 極 １ １ ， １ ２ と こ の 一 対 の 電 極 １ １
， １ ２ で 挟 ま れ た 有 機 薄 膜 １ ３ よ り 成 る Ｅ Ｌ 素 子 部 １ と 、 Ｅ Ｌ 素 子 部 １ を 内 部 に 収 納 し た
パ ッ ケ ー ジ ２ と か ら 構 成 さ れ て お り 、 ト ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 で あ る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、
非 固 定 側 基 板 ２ ２ に 、 ゲ ッ タ 材 エ リ ア に 相 当 す る 形 状 で 凹 部 を 形 成 し 、 こ の 凹 部 に ゲ ッ タ
材 ３ を 固 定 し て い る 。 こ の よ う な 構 成 に よ っ て も 、 前 述 し た の と 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
尚 、 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ の 構 成 と し て は 、 Ｒ Ｇ Ｂ の 三 色 の Ｅ Ｌ 素 子 部 を 個 別 に 形 成 し た
も の の 他 、 青 色 の Ｅ Ｌ 素 子 部 と 色 変 換 膜 の 組 み 合 わ せ で Ｒ Ｇ Ｂ の 各 色 を 発 光 さ せ る も の 、
白 色 の Ｅ Ｌ 素 子 部 と カ ラ ー フ ィ ル タ の 組 み 合 わ せ た も の の い ず れ で も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た 通 り 、 本 願 の 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 ゲ ッ タ 材 エ リ ア は 、 パ ネ ル に 垂
直 な 方 向 で 見 た と き 、 発 光 材 エ リ ア に 重 な っ て お ら ず 、 発 光 エ リ ア を 取 り 囲 ん で い る か 発
光 エ リ ア に 隣 接 し て い る の で 、 ト ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 で あ っ て も 、 ゲ ッ タ 材 に よ っ て 光 が
損 失 す る こ と が な い 。 こ の た め 、 光 の 利 用 効 率 が 高 い と い う ト ッ プ エ ミ ッ シ ョ ン 型 の メ リ
ッ ト を 充 分 に 活 か す こ と が で き る 。
ま た 、 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 上 記 効 果 に 加 え 、 ゲ ッ タ 材 は 、 水 分 に 加 え て 酸 素 も
吸 着 す る の で 、 有 機 薄 膜 の 酸 素 に よ る 劣 化 も 防 止 さ れ て い る 。 こ の た め 、 品 質 が よ り 安 定
し た 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ が 提 供 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 願 発 明 の 第 一 の 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 断 面 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す パ ネ ル に お け る ゲ ッ タ 材 ３ の 配 置 に つ い て 示 し た 平 面 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 二 の 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 断 面 概 略 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 す パ ネ ル に お け る ゲ ッ タ 材 ３ の 配 置 に つ い て 示 し た 平 面 概 略 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 二 の 実 施 形 態 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 断 面 概 略 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 現 状 の 有 機 Ｅ Ｌ デ ィ ス プ レ イ パ ネ ル の 断 面 概 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 Ｅ Ｌ 素 子 部
１ １ 　 電 極
１ ２ 　 電 極
１ ３ 　 有 機 薄 膜
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２ 　 パ ッ ケ ー ジ
２ １ 　 固 定 側 基 板
２ ２ 　 非 固 定 側 基 板
３ 　 ゲ ッ タ 材

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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